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測定範囲計算例、
最大電気長 Lmax = 100mとすると、
分解能ΔL, 測定スパン Fmaxは、
下のように計算できます。
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測定を実行すると、左のグラ
フのように、最初に反射して
くる電気長でピークを示しま
す。

ケーブルに接続点等が存在し
そこで反射が起こると、ケー
ブル端以外にもピークをもち
ます。


